日韓会談文書・全面公開を求める会
結成３周年記念
公開シンポジウム

12月23日（火・休）13時～16時

東京しごとセンターセミナー室(５F)

ＪＲ飯田橋下車徒歩５分　

日韓会談文書公開裁判の到達点と課題
～ここまで分かった日韓会談～
シンポジスト　内海愛子氏（早稲田大学客員教授）

崔　鳳泰氏（弁護士・韓国代表原告）

中島昭夫氏（元・朝日新聞記者）
吉澤文寿氏（当会・共同代表）
司会　太田修氏（当会・共同代表）資料代５００円
2005年８月、韓国で韓日会談文書約３万頁が全面公開され、12月には日韓両市民により日韓会談文書・全面公開を求める会が結成されました。
この３年間に、韓国では「太平洋戦争前後国外強制動員犠牲者など支援に関する法律」が制定されて、昨年12月より施行中であり、日本では私達の一次訴訟が勝訴しました。また、今年４～５月迄に多くの不開示部分があるとはいえ、約６万頁が公開されました。

シンポジウムでは、各専門家の立場から、これからの課題について展望していただきます。

	日韓会談文書・全面公開を求める会
共同代表：太田　修　田中　宏　
西野瑠美子　山田昭次　吉澤文寿
（事務局）

〒259-1114

神奈川県伊勢原市高森3-4-22　高梨荘202

TEL・FAX：０４６３－９５－４６６２

　E-mailnikkanbunsyo@yahoo.co.jp http://www7b.biglobe.ne.jp/~nikkan/


総会：16時～17時
２００８年度
活動報告と決算報告の審議

弁護団報告

２００９年度

提案事項と予算案の審議
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